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   ＜あらまし＞模擬患者とは患者役として医療者教育に協力,参加する人のことで，全国で 1000 名以

上が活動している.模擬患者には教育効果を高めるためフィードバックや演技の能力が重要である．効

果的なフィードバック法についてはこれまで研究が行われているが，演技力の向上についてはほとん

ど行われていない．そこで，本研究ではガニェの学習成果の 5 分類を活用し，演技力向上の養成プロ

グラムを開発する．シナリオについては，高齢化が進み，高齢者患者に対する医療面接実習や実技試

験でも出題されることも増えることが予想される「認知症」をテーマとする．養成プログラムの開発

にあたっては、老年病科医師の協力を得て「認知症」高齢者の特徴を抽出する．開発した養成プログ

ラムを実施し，形成的評価を経て，改善を図る．本研究は医学教育だけでなく，他の医療系の模擬患

者養成にも貢献できると考える．本発表では，今後の計画について述べる． 
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１．背景・目的 
近年，本邦ではコミュニケーション能力等，医

師をはじめとする医療者の臨床能力や実践能力

に対する社会からのニーズが非常に高まりつつ

あり，医療者を育成する大学医学部等の責務も

年々大きくなっている．それに伴い，医療者教育

のあり方も変化してきており，その 1 つに模擬患

者 ・ 標 準 模 擬 患 者 （ Simulated 
Patient/Standardized Patient 以下 SP とする）

を活用した教育が増加している．模擬患者とは，

患者役として医療者教育に参加する人のことで

ある．実際，卒前医学教育において，医療面接実

習や客観的臨床能力試験（Objective Structured 
Clinical Examination：OSCE）に模擬患者の参

加は多く，その学習効果は高く評価されている． 

模擬患者の養成については，志村ら（2011）の
実態調査によると基礎的なトレーニングが回答

の 43 大学のうち 38 大学（88％）で行われてい

た．基礎的なトレーニングとは，SP の候補者

に対して，SP として基本的な医学教育や患者

医師関係に関する知識や SP としての役づくり，

演技の技能を学ぶためものである．しかし，実

際の具体的なトレーニング方法については明ら

かになっていない． 

一方，日本の高齢化の現状は 65歳以上は 3,459
万人であり，総人口に占める 65 歳以上人口の割

合（高齢化率）は 27.3％．先進諸国の高齢化率

と比較すると日本は世界で最も高い高齢化率で

ある．2025 年には 65 歳以上の認知症患者数が約

700 万人に増加と見込まれている． 
医療者が増加する認知症高齢者との良好なコ

ミュニケーションを築いて患者の診断・治療のた

めに必要な情報を収集できるスキルを持つには

リアリティのある認知症模擬患者との練習が必

要であり，認知症を演じることができる模擬患者

の養成プログラムの開発が不可欠である．しかし，

認知症は他の腹痛，胸痛などのシナリオと違い，

認知症ゆえの独特なコミュニケーションや動き

があり，従来のプログラムでは養成が難しい． 
本発表では，認知症模擬患者の演技力向上に資

する養成プログラムの開発計画について述べる． 
 

2．研究方法 
2.1受講生と学習目標 
模擬患者として医療面接実習や試験に参加し

たことがある人を対象とする． 

志村ら（2012）は，基本的な模擬患者・標準模 
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擬患者の養成カリキュラムを策定し，その中で役

作りと演技の到達目標を表 1 のように提示して

いる．本プログラムは，ガニェの学習成果の 5 分

類（鈴木，2002）を活用し，課題分析を行い，そ

れぞれの指導方略を用いて開発する． 

 

表 1 SP 養成のカリキュラム（Ⅲ．医学教育に

おける医療面接）到達目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2研究手順 
(1)演技トレーニングについて調査 
演技のトレーニングについて，今まで模擬患者

養成プログラムで実施してきた内容について調

査を行う．他の模擬患者養成団体にヒアリングを

行い具体的な演技トレーニング方法について調

査する．先行研究も調査する． 
(2) 動きの特徴も含めた「認知症」シナリオの作

成 
(2-1)「認知症」シナリオを作成する．(2-2)「認

知症」高齢者の動きの特徴を抽出し，シナリオに

追加する． 
(3) 認知症を専門とする医師のエキスパートレ

ビュー 
追加した「認知症」高齢者の動きの特徴も含め

シナリオについて認知症を専門とする医師のエ

キスパートレビューを経て改善する． 
(4)養成プログラム設計・開発 
 「認知症」の知識の部分はガニェの言語情報の

指導方略に基づき，教材を作成し，事前学習して

もらい，当日，冒頭でクイズを出題する． 
「演技トレーニング」の部分はガニェの運動技

能と知的技能の指導方略に基づき，設計・開発す

る． 
(5)ID 専門家のエキスパートレビュー実施と改善 

ID 専門家のエキスパートレビューを経て改善

する． 
(6)SP 養成エキスパートレビュー実施と改善 

SP 養成のエキスパートレビューを経て改善す

る． 

(7)プロトタイプの実施と形成的評価 
開発した演技トレーニングの養成プログラムを

模擬患者数名で実施し，形成的評価を行う．模擬

患者の演技の評価は Maastricht 模擬患者評価表

（MaSP）の該当部分を使用する（山脇ら，2010）． 
 
3．期待される効果 
高齢化社会に対応した「認知症」シナリオの演

技トレーニングの養成プログラムが開発されれ

ば，学生にとって医療面接実習で高齢者患者と

のコミュニケーションを，臨場感を持って練習で

きるようになることが期待される．医師と患者

のコミュニケーション，信頼関係の構築が治療

に直接影響する．患者が認知症である場合，①

医師が質問したことに対応した答えが得られな

い，②同じことを繰返して言う③都合が悪い質

問をされると言い訳する④医師が伝えたことを

直後に忘れる 
このような認知症の患者の診断・治療のために

必要な情報を収集できるスキルを持つ医師の育

成に繋がることが期待される． 
教員にとっては医療面接実習や，卒業時の能力

を評価する臨床実習後の実技試験で認知症患者

への対応を課題とした場合に模擬患者として活

用できることが期待される． 
SP 養成者にとっては「認知症」に詳しくなく

ても本プログラムにより養成が可能になること

が期待される． 
SP にとって，「認知症」の知識がなくても本プ

ログラムを受講することにより「認知症」高齢者

を演じることができるようになることが期待さ

れる． 
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3．役作りと演技 
Ⅲ-3  医療面接のシナリオに基づいて，役作

りと演技をすることができる． 
Ⅲ-3-1  シナリオの内容を記憶し，設定され

ている背景や気持ちに基づいて役作りができ

る（技能）. 
Ⅲ-3-2  医師役からの質問・説明に対して，

シナリオで示されている方向性に則って適切

に応答できる（技能）． 
Ⅲ-3-3  シナリオに示されている患者を学習

目的に沿った現実感のある演技ができる（技

能）． 
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